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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文は日本産新生代タマガイ科全種の地質層序学的。地理的分布を詳しく検討し，その系統分
類体系を本邦で初めて確立し，それらに基づき，次の様な古生物学的新しい知見と成果を得たもの
である。
　（玉）本邦の新第三紀および第四紀産のタマガイ類は，それぞれの地質層序的分布，古地理的分布，
共産する他の貝類及びそれらの類縁もしくは現生する種の生態・環境的資料によりArctic　type，
Co1d－Te㎜peratetype，Te搬perate　type，Wam－Tempe械etype及びTrop1ca1typeに区分され，古環
境復元に際して，特に古海洋気侯指示者となりうる。
　（2）次に列挙する5つの種グループの地質層序的分布と個体発生的特徴から，それぞれ古生物的特
徴を示す進化系列が認められる。
　1）αo∫3α〃1脇妙％9㈱48－G．κo伽一G．肋g脇08肋㈱48系列。
　2）αo∬肋1脇d物舳co広づ6α脇一G．6物舳伽仰α一G．棚仰α肋后昭㈱α㈱兆一G．㈱｛6α眺系列。
　3）E洲抑α榊｛∫舳兆一E．榊伽oo伽伽一E．糀伽脇gα犯o伽兆系列。
　4）肋8卿α〃胴α一E．〃α一E．ツ0物㈱αづ系列。
　5）0砂肋α肋αolα洲α一0．づ〃s肋舳一0．ブακ肋08彦㈱α一0．α榊〃系列。
　特に，ユ）の系列はそれぞれの幼型及び成型個体群の形態的特徴から異時性進化の例として本邦
では初めてその進化的考察を行っている。2）の系列では亜種形成の要因を時閻的あるいは地理的
一96一
要因を加味して考察している。3），4），及び5）の系列は多数の個体群の成長に伴う形態的特性
を地質時代を考慮して求められたものである。
　（3）本邦から産出する中新世のPo肋伽∫伽〃棚召∫，漸新世に出現したE㈱柳α㈱｛8㈱｛8，中新世
のα0∫∫脇1脇棚ユ棚60向Cα脇はそれぞれ類似した種が北米ではそれぞれ地質時代的に早期に出現
していることから，これら本邦産種の祖先型が北米型が北米地域に起源するのではないかと推察し
た。
　（遵）本論文の古生物学的考察の基礎となった本邦産タマガイ科の4亜科ヱ9属，47種（新種ヱ，新亜
種ユを含む）を系統的に図版を添えて記載を行うと共に，従来報告されている全種について詳しく
検討を行った。
審　　査　　の　　要　　旨
　本邦の新生代からは多くのタマガイ科化石が産出することは多くの研究者によって断片的に知ら
れていた。しかし，その形態的分類形質が単調な為，その層序的・古生物学的意義を追求するもの
がなかった。本論文ではタマガイ類の形態的特徴を慎重に検討するとともに，日本各地から得た多
数の個体群の成長に伴う形態的変化・変異の特徴を併せ検討する手法を用い，本邦産新生代タマガ
イ科の全種の系統的分類体系を確立したことは高く評価される。また，その古地理的特性，進化系
列及び個体成長における変異の古生物学的意義を明瞭にしたことは，タマガイ類の研究では，我が
国内のみならず関連する近隣諸国においても重要な基礎的資料となるものである。
　本論文で確立した5つの進化系列の考察に当っては，特に多数の個体群を成長段階ごとに測定す
るなどの手法を用い，近年さかんに議論されている進化論をも検討し，タマガイ類に異時性進化の
例を認めたことは重要な古生物学的貢献といえる。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものとみとめる。
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